
連絡先

事業名 学びのケアリング・コミュニティ創造事業
事業の趣旨・目的
生涯学習を通じて“ケアリング・コミュニティ”の実現を目指そう
誰一人排除されない、孤立する人がいない地域社会の実現を目指す。これまでは

思い込みで事業を企画展開してきた傾向が強かった。障害者はどのような学びを求
めているのかその本音を対話を通じて知り、支援する側・される側という一方向の
関係を超え、みんなが対等な立場で学び合える、往還の学びを探っていく。それら
を実現するために、障害当事者はじめ多様なアクターと連携すると共に、社会教育
施設との協働を実現する方策を検証する。

別添５-２（別紙１） 取組概要 社会教育施設を活用した障害者の学びの場の拡充を目指した地域連携体制の構築

事業内容

包摂の新しい学び創造委員会（所在地：愛媛県新居浜市・東温市）

包摂の新しい学び創造委員会

〒792-0023愛媛県新居浜市繁本町8番65号
新居浜市生涯学習センター内
Tel 0897-33-2991
Mail manabi2991@outlook.jp

視覚/精神/知的/発達/肢体

事業実施体制

主な対象

学習/文化芸術/スポーツ/普及啓発/学習相談活動分野

１．「みんなの居場所」をつくり、対話と学びを開く （小さな拠点づくり） 障害者と未障害者が出会い、対話し、やりたい学びができる安心の居場所を開設
① 個人宅を「住み開き」 ② 東温市中央公民館（おかけや）・新居浜市生涯学習センター等において、障害者も自由に学べる居場所を開設する。

２．「まなびの楽市楽座」・障害者の生涯学習講座の開催 （学びの自己選択） 障害者自身が学びたいことを自ら選択できるイベント型の学習機会の提供
趣旨に賛同する公民館を拠点に、多様なプログラムを準備し、障害者がやりたいことに参加する・企画する機会を提供する。（4館での実現を目指す）

３．「大人になっても修学旅行」の開催 伊予市の障害者メンバーと交流 （共通体験） リフト付き大型バス対応
事業内容 ：（１）障害当事者の体験談（口で絵を描く芸術家）  （２）ミニアートづくり （３）ランチ対話 （４）海岸探索

４．情報紙「みんなの学び広場」第３号での情報発信 （ナラティブ発信）
５．各地のグッド・プラクティス（ＧＰ）から学ぶ （ベンチマーク）

①「市民と共に学ぶ講演会」の開催 「きょうそう（“競争”ではなく、“共創”そして“協奏”）社会の実現」 講師 アドバイザー 井口 啓太郎氏
② 個性豊かな障害者の学習活動実践を発信する講演会 講師 CIL 浅沼 裕子氏 視覚障害読み語り者 松本 葵氏 他
③ 障害者の生涯学習に関する先進地研修の実施 研修先 宮崎県教育委員会・延岡市教育委員会
➃ 障害者が主体的に取組んでいる活動を紹介する事業の開催 （新居浜市生涯学習センターロビー等での展示）

６．体験イベント「みんなの学びの広場」開催 於：新居浜市美術館 障害者のアート展覧会、和太鼓演奏会、障害者の人生談、芝生公園での楽市楽座etc．
７．障害者を取り巻く多様な社会資源をつなげ、信頼関係を構築する （学びの相談・つながりづくり）

社会教育主事や社会教育士としてコーディネート、ネットワークづくりの機会拡充、 障害者の成人式への支援（その際に20歳の学びへの意識調査実施）

包摂の新しい学び創造委員会、新居浜市生涯学習センター、東温市中央公民館、
新居浜市社会福祉協議会、新居浜市地域福祉課、教委社会教育課、愛媛大学、
愛媛県社会教育課、市内福祉団体 先行自治体（国立市・紀の川市等）

事業終了後の目指す方向性

これまでの障害者と地域社会の関係性は、支援する側・される側の二元論的な
図式の中で動いてきたが、生涯学習という領域においては対等であり、誰もが主
人公になる可能性の拡大を目指したい。公民館をはじめとする社会教育施設は地
域社会において人々が集い、つながり、まちを創る拠点である。この字事業を通
じて障害の有無を超えて、みんなが安心して暮らし、愉快になれる活動を増やし、
ウエルビーイングの増進に繋げていきたい。
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